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論　文　の　内　容　の　要　旨

（目的）

　唾液に含まれる分泌型免疫グロブリン A（Secretory Immunoglobulin A：SIgA）は，口腔内の免疫機能

を維持し，上気道感染症の罹患防御に重要な働きをする。免疫系に影響を与える要因として，特に加齢，運

動，栄養があげられる。これらの要因を互いに補完し合うことによって，免疫機能を維持することが可能で

ある。本研究では，以下の 3 研究課題を設定し，実験を行った。

�）3 ヶ月のウォーキングによる中高年者の唾液 SIgA の変動

2）高強度運動後の唾液 SIgA 低下における pIgR 発現の関与

3）ビタミン A 投与による高強度運動後の唾液 SIgA 低下の抑制

（対象と方法）

　上記課題について，それぞれ以下のように対象と方法を設定した。

�） 運動習慣のない中高年者 30 名（男性 8 名，女性 22 名，年齢 66.9±�.4 歳）を対象とした。運動は，80％ VT（換

気性閾値）で 30 分間のウォーキングを週 5 日，3 ヶ月間行った。運動開始前と開始 3 ヶ月後に唾液を採

取し，唾液 SIgA 分泌速度を測定した（ELISA 法）。

2） 8 週齢雄性 Wistar 系ラットを用いた。Ex 群では，トレッドミルランニングを疲労困憊まで行い，運動

前後に唾液採取，運動後に唾液腺摘出を行った。Con 群では，運動を行わずに唾液採取，唾液腺摘出を

Ex 群と同じ時間帯に行った。pilocarpine 投与による唾液採取を行い，SIgA 濃度を測定した（ELISA 法）。

唾液腺より total RNA を抽出し，定量 PCR を行った。

3） 8 週齢雄性 Wistar 系ラットを，VA 投与＋運動群（VA-Ex），VA 投与＋非運動群（VA-non Ex），VA

非投与＋運動群（Con-Ex），VA 非投与＋非運動群（Con-non Ex）に分けた。VA を �00kIU（ラット体

重 �00g 当たり）経口投与し，計 5 日間行った。運動群は，トレッドミルランニングを疲労困憊まで行っ

た。唾液 SIgA 濃度（ELISA 法），唾液腺内 pIgRmRNA 発現量（定量 PCR）を測定した。
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（結果）

�） SIgA 分泌速度は開始前と比べて，開始 3 ヶ月後に有意に増加した。

2） Ex 群では，唾液 SIgA 濃度は運動後に有意に減少した。Con 群では有意な変動は認められなかった。

pIgR mRNA 発現量は，Con 群と比べて，Ex 群で有意な低下が認められた。

3） 唾液 SIgA 濃度は，Con-Ex 群のみ運動前よりも運動後で有意な低下（33.6％）が認められた。pIgR 

mRNA 発現量は，VA-non Ex 群の方が Con-non Ex 群よりも有意に高値だった。VA-Ex 群と VA-non 

Ex 群に有意差は認められなかった。

（考察）

　本研究から，3 ヶ月間のウォーキングは，中高年者の粘膜免疫機能を促進させる可能性が示唆された。また，

高強度運動後の唾液 SIgA 減少は，pIgR mRNA 発現量の低下が原因であると考えられた。高強度運動後の

唾液 SIgA 低下は，ビタミン A 投与によって抑制された可能性が考えられる。

審　査　の　結　果　の　要　旨

　運動が防衛体力とくに免疫機能及ぼす影響は，ヒトのライフスタイルを考えるうえで重要な課題である。

本研究は，粘膜免疫機能に焦点を当て，唾液分泌型免疫グロブリン A の変動に与える影響についてまとめ

た。唾液分泌型免疫グロブリン A は非侵襲的に測定可能であり，今後その変動の機序のさらに明らかとし，

フィールドでの活用の方向性と有用性をさらに明らかとしていくよう研究が発展することが望まれる。

　よって，著者は博士（スポーツ医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。




